
＜組織について＞
　日本看護協会は、看護職（保健師・助
産師・看護師・准看護師）の資格を持つ
個人が自主的に加入し運営する、日本最
大の看護職能団体です。47 都道府県看
護協会（法人会員）と連携して活動する
全国組織で、約 77 万人の会員が各地で
活動しています。個人の力だけでは解決
できない看護を取り巻く課題を、組織の
力で解決し、看護を発展させ、社会に貢
献します。3 つの基本理念の下、さまざ
まな事業を行っています。（図 1、2）
＜ Nursing in Japan の発行＞
　先日、本会では「Nursing in Japan」
を発行しました。「Nursing in Japan」
は日本看護協会が 2005 年から発行し
ているもので、日本の看護専門資格のあ
り様、看護提供システム等について、制
度的な枠組みを中心に紹介しているもの
です。今版は、2016 年版から、コロナ
禍を経て、実に 6 年振りに改定いたし
ました。現在の看護の枠組みとそこに至
る経緯、現下の課題等をできるだけコン
パクトにとりまとめました。本冊子がグ
ローバルヘルスに関わる多くの国・人々
の日本の看護への理解を深め、また、
UHC の実現・維持に係る共通の課題に
ついて議論する機会を提供する機会とな
ることを期待しているところです。（図3）
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「国際保健・国際看護における看護職のキャ
リア構築」〜第53回（2022年度）日本看護学
会学術集会　国際部企画実施報告〜

日本看護協会　常任理事

木澤　晃代
日本看護協会国際担当。 博士 （生命 ・ 臨床医学）。 救急
看護認定看護師、 重症患者看護専門看護師資格取得、 大
学病院の看護部長を経て2021年より現職。

日本看護協会とは

02

基本理念

Ⅰ 使命
　人々の人間としての尊厳を維持し、健康で幸福でありたいという普遍的な
ニーズに応え、人々の健康な生活の実現に貢献する。そのため、
　一　 教育と研鑽に根ざした専門性に基づき看護の質の向上を図る
　一　 看護職が生涯を通して安心して働き続けられる環境づくりを推進する
　一　 人々のニーズに応える看護領域の開発・展開を図る
Ⅱ 活動理念
　一　看護職の力を変革に向けて結集する
　一　自律的に行動し協働する
　一　専門性を探究し新たな価値を創造する

Ⅲ 基本戦略
　看護の質の向上、看護職が働き続けられる環境づくり、看護領域の開発・
展開の3つの使命に基づく事業領域において、政策形成、自主規制、支援事業、
開発・経営、広報、社会貢献の6つの実現手法を用いて、人々の健康な生活
の実現を図るものである。

── 3 つの使命と 6つの実現手法 ──基 本 戦 略
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■ 看護倫理規定
■ 業務基準・ガイドライン
■ 機能評価

■ 継続教育の実施
■ 認定制度の運用
■ 学術研究の推進
■ 労働条件・環境の改善
■ 看護職の権利擁護
■ 医療安全に対する
 相談支援
■ 国際交流
■ 福利厚生

■ 看護業務・事業の開発と経営
■ 業務上の権能拡充
■ 事業経営

■ 機関紙・ホームページ・
 ニュースリリース等による
 情報提供
■ マスコミを通じた広報

■ 災害支援
■ 国際協力
■ 健康情報の提供と
 健康意識の啓発

自主規制政策形成

支援事業社会貢献

開発・経営広報

■ 調査研究
■ 制度改革への政策提言
■ 政策決定過程への参画と
 働きかけ
■ 日本看護連盟等関連団体との協働
■ 国民の理解と賛同を得るための
 働きかけ

看護の質の向上

看護職が
働き続けられる
環境づくり

看護領域の
開発・展開

図1　日本看護協会　概要
日本看護協会事業案内　https://www.nurse.or.jp/home/publication/pdf/kyokai/jigyoannai.pdf
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　第 53 回（2022 年度）日本看護学会
学術集会が、北海道・札幌市（2022 年
9 月 1 日（木）〜 2 日（金））および千
葉県千葉市（同 11 月 8 日（火）〜 11
月 9 日（水））にて開催されました。こ
の学術集会における国際部企画について
ご報告します。

　日本看護協会では 2018 年度より、
国際交流事業のあり方の検討に着手し、
2021 年度には、国際保健・看護の有識
者 5 名から構成される特別委員会を設
置して、国際交流事業をいかに強化すべ
きかを諮問しました。委員会では、世界
保健機関（WHO）主任看護官（当時）
のエリザベス・イロ氏をはじめとする国
内外で活躍する国際保健・看護領域の有
識者 14 名（看護職、教育者、国際機関
勤務者等）へのヒアリングも行いながら、
本会会長への答申をとりまとめていただ
きました。日本看護協会では目下、答申

を踏まえて、「国際交流の推進に向けた
活動」と「WHO 西太平洋地域における
リーダーシップの発揮」に焦点化し事業
を再構築し、実施しているところです。
国際交流事業を強化していくためには、
その基盤となる人材の把握・育成が重要
な課題であると認識しており、2022 〜
2024 年はその足場固めの活動も展開し
ています。日本看護学会学術集会におけ
る今回の企画は、その活動展開の一環と
して実施されたものです。　

セミナー企画：医療・看護に
係る国際動向
講師：手島恵氏（千葉大学大学院看護学
研究院教授／ ICN 理事）
安西恵梨子氏（WHO 西太平洋地域事務
局（WPRO）ナーシングオフィサー）
座長：中野夕香里（日本看護協会国際部
長）（9 月）/ 橋本美穂（同 事業局長）（11
月）
　本セミナーは、グローバル化の進展に
伴い、健康に係る課題も国や地域に固有
化・固定化されるものではなくなりつつ
あること、また、社会の仕組みや規範に

対する価値観においてもグローバル化が
進んでいること等を踏まえ、わが国が所
属する西太平洋地域におけるグローバル
ヘルスに係る課題等の最新の情報を共有
し、改めて、看護の国際的連帯への参画
そして、看護のあり方・役割を考える一
助とする目的で企画されました。
　2021 年秋より ICN 理事（西太平洋
地域）を務める手島氏（写真 1）は、「国
際 看 護 師 協 会 Nursing：Voice to 
Lead」と題した発表の中で、ICN の組
織および直近の取組みを紹介し、保健医
療や看護の課題に対処していくためには、
何より、看護職が団結することが重要で
あり、大きな力となると強調しました。

第 53 回日本看護学会学術
集会

図2　日本看護協会の持続可能な開発目標（SDGs）に向けた取組み

国際部企画の背景

写真1　2021年秋よりICN理事（西太平洋地域）を務
める手島氏

図３　Nursing in Japan （英語版・日本語版） https://www.nurse.or.jp/english/nursing/
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　今年 6 月から WHO WPRO にナーシ
ングオフィサーとして着任（日本看護協
会より出向）した安西氏（写真 2）は、「医
療・看護に係る国際動向〜 WHO の立
場から〜」 と題した発表で、WHO や
WHO WPRO の組織と WHO の動向、
WPRO の取組みについて紹介しました。
ナーシングオフィサーが担っている役割
について、当該地域における国際会議や
オンライン会議参加の事例等に言及しな
がら報告しました。
　両者の報告から、目下、国際的な大き
なテーマである UHC( ユニバーサル・ヘ
ルス・カバレッジ ) については、先行事
例としての日本の寄与への期待が大きい
こと、また、UHC の基盤強化において
看護職が果たす役割が大きいことが共有
されました。

交流集会：国際保健・国際
看護領域における看護職の
キャリア構築の現状と課題

（11 月）
芝田 おぐさ氏（WHO 西太平洋地域事
務局ナーシングオフィサー／テクニカル
オフィサー）
大田 えりか氏（聖路加国際大学大学院
国際看護学教授／ WHO コラボレーテ
ィングセンター部長）
小野崎 耕平氏（聖路加国際大学公衆衛
生大学院教授）
座長：中村 安秀氏（日本 WHO 協会理
事長）
　国際交流事業の強化を図る上で、国際
保健・国際看護領域でのキャリア構築支

援と政策的な視点をもったリーダーシッ
プの強化が重要な課題の一つです。その
一方で、必要となるコンピテンシーにつ
いての体系的な整理・合意は十分ではあ
りません。本交流集会では、当該領域に
おける看護職のキャリア構築に関して現
状と課題を共有し、本領域への参画の意
欲・関心を高める機会とするとともに、
職能団体である本会の役割に鑑み、特に、
政策に参画できる人材育成を通じたグロ
ーバルヘルスへの貢献という観点から議
論を行うことを目的としました。
　座長の中村氏（写真 3）によるセッシ
ョンの趣旨説明に続き、国際保健・看護
領域に関わる各立場として、国際機関で
活躍する看護職の立場から芝田氏（写真
4）、教育・研究者として看護職や看護
学生を育成する立場から大田氏（写真 5）、
また、さまざまな医療専門職と協働する
立場から小野崎氏（写真 6）による発表
をいただきました。その後、会場との意
見交換、登壇者間でのディスカッション
を通して、国際保健・看護領域における
看護職のキャリア構築に関する今後の展

望が示唆されました。セッションの最後
には ICN 理事 手島氏より指定発言もい
ただき、セッションを終了しました。
　芝田おぐさ氏：「国際保健・国際看護
領域における看護職のキャリア構築の現
状と課題」をテーマに講演されました。
WHO 及び WHO WPRO の概要を紹介
するとともに、WPRO での自身の役割
について言及しました。国際保健政策の
人材像のキャリアパスを提案し、国際機
関で活動する看護職である日本人が少な
いこと、人材育成のサポートが十分でな
いこと等の課題を述べました。国際保健
の領域において課題先進国である日本の
知見や看護の視点が国際機関にとって有
用である等の可能性や期待にも言及しま
した。さらに、国際的視点を持って政策
に関わることができる人材を育成するこ
とが、将来、日本国内の看護・保健政策
を推進する上で重要であり、日本の看護
職においてその育成を強化する必要性を
強調しました。日本の看護職が国内外を
循環しながらキャリアを構築するイメー
ジを紹介し、その支援に向けて必要なア
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写真2　2022年6月からWHO WPROにナーシング
オフィサーとして着任した安西氏

写真3　座長を勤めた日本WHO協会理事長の中村
氏
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クションを提案しました。
　大田えりか氏：「グローバルヘルスで
活躍する看護職のキャリア構築の現状と
課題、展望について」の発表で、グロー
バルヘルス関連の看護職の主な活動場所
を紹介しました。国際機関の登竜門とし
て、 外 務 省 に よ る JPO（Junior 
Professional Officer）派遣制度とその
要件にも言及しました。グローバルヘル
ス領域での就業に多くの選択肢がある一
方で、ポジションを獲得するには修士・
博士号の取得や社会人経験、語学力と併
せて、この領域での相応の能力・経験・
知見・スキルの獲得が必要となることか
ら、早い段階から計画的に取り組む必要
性を述べました。また、看護以外の領域
に「看護」を活用して応募できる選択肢
を紹介するとともに、自身の教育・研究
者としての、また、グローバルヘルス専
門家としてのキャリアも引用して、当該
領域におけるキャリアの可能性は相当に
広いと総括しました。
　小野崎耕平氏：「国際保健・看護領域
で求められる人材像」をテーマに発表さ

れました。組織やプロジェクトのパフォ
ーマンス向上のためには優れたリーダー
の存在が不可欠であるとし、必要とされ
るリーダーシップについて概説し、国際
保健・看護領域も例外ではないと述べま
した。そもそもリーダーシップにおいて
は、経験、知識・スキルに留まらず、能
力、ポテンシャル、人柄・価値観のそれ
ぞれに一定の要件があることに加え、国
際保健・看護分野においては、協働、多
様性、公共マインドにおける視座の高さ
が特に重要になるとしました。この分野
の重要性はますます高まっており、キャ
リア構築とリーダーとなれる人材の育成
を、関係団体を中心に政府や国際機関と
も連携しつつ推進していく必要性を述べ
ました。
　登壇者間でのディスカッションでは、
メンター的存在の重要性、学生の時から
この領域への関心を伸ばしていけるよう
な機会の提供、国際機関と日本看護協会、
大学、民間セクター等が協力してキャリ
ア構築できるような体系的なサポート体
制の構築について提言されました。

　最後に指定発言に立った ICN 理事の
手島氏は ICN のリーダーシッププログ
ラム等の情報を提供するとともに、国際
機関等への推薦の要件を見ると、近年、
人柄等の詳細な評価が求められる傾向に
あることを示唆されました。

2023 年第 2 弾企画
　第 54 回日本看護学会学術集会（2023
年 11 月・横浜市）では、第 2 弾企画を
予定しています。2022 年度交流集会で
の議論と本会の看護職能団体としての役
割を踏まえ、政策により焦点化して情報
共有と議論の機会を持つ予定です。今回
も日本 WHO 協会理事の中村安秀先生
に座長として、引き続きお力添えいただ
きます。講師には国際機関で活躍する看
護職、国際機関での就業経験者、国際分
野の看護職の育成に関わる教育・研究者
にご登壇いただく予定です。グローバル
ヘルスの発展に政策的な観点から関わり、
貢献できる看護職の育成の一助となるこ
とを期待しています。

写真4　WHO西太平洋地域事務局ナーシングオフ
ィサー /テクニカルオフィサーを務める芝田氏

写真5　聖路加国際大学国際看護学教授/WHOコラ
ボレーティングセンター部長を務める大田氏

写真6　聖路加国際大学公衆衛生大学院教授の小
野崎氏

Friends of WHO Japan2023. Summer 17




